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氏 名 三浦 明波

要 旨

機 械 翻訳 技術 は，統計 的翻訳手法 ，ニ ュー ラル ネ ッ トワー クに よる翻訳手法 に

よ り大 き く性 能 が改善 した．、しか し， これ らを学習す るた めの対 訳デ⊥ タが十分

に存在 す るこ とが前提 となっている．本 論文 では ，対訳文 が あま り存在 しない言

語 ペ ア の機械 翻 訳 に対 して， （1） 中間言語翻訳 ， （2） 機械 翻訳 の能動学習 ，の

2つ の手法 に よ り解決 を図っている．’中間言語 翻訳 とは，対訳文 が存在 しない言

語 対 の翻訳 を直 接行 うのではな く，英語 の よ うな対訳 デー タが多 く存在す る言語

へ の翻 訳 を介 して，翻訳 を行 う技術 で ある．ただ ， これ まで の中間言語翻訳 には

翻 訳規則 を誤 った適用す る場合 があ り性 能 の劣 化 を招 いてい た．本論文 では， 中

間言語 にお ける曖昧性解消 を行 うこ とで この問題 を解 決す る．具 体的 には，意 味

的 な曖昧性 を解 消す るために中間言語 にお け る言語モ デル の適用 を行 い，また，

中間言語 にお け る統語 的な構 造の一致度 を考慮 した方法 を提案 した． 一

次 に，機械 翻 訳 の能動 的学習 につ いて は，対 訳 がない原 言語 の文 に対 して，従

来 は文単位や 句 単位 で人手翻訳 すべ きテ キス トを選択 して いた もの に対 し，統語
’

的 に一 貫 して いて，曖昧性 の少 ない単位 を 自動 的 に抽 出す る方法 を提案 した． こ

れ ら2つ の研 究 について，実際の翻 訳デー タを用 いた実験 を行 い，従 来の方法 よ

り高い機械 翻訳性 能が達成 出来 ることを示 した．



1氏 名 三浦 轍

（論文 審査結 果 の要 旨）

機 械 翻訳 技術 は，統計 的翻訳 手法，ニ ュー ラルネ ッ トワー クに よる翻 訳手法

に よ り大 き く性 能 が改 善 した． しか し， これ らを学 習す るための対訳 デー タが

十分 に存在 す るこ とが前提 となってい る．本論 文 では，対訳文 が あま り存在 し

ない言語ペ アの機 械翻訳 に対 しで， （1） 中間言 語翻訳 ， （2） 機械 翻訳 の能動

学習 ， の2つ の手法 に よ り解決 を図 って い る． 中間言語 翻訳 とは，対 訳文が存

在 しない言 語対 の翻訳 を直接行 うので はな く，英語 の よ うな対 訳デー タが多 く

存在 す る言 語へ の翻訳 を介 して，翻 訳 を行 う技 術 であ る．ただ， これ まで の中

間言語 翻訳 には翻 訳規則 を誤 った適用 す る場合 が あ り性 能 の劣化 を招 いていた．

本 論 文 では，・中間言語 におけ る曖昧性解 消 を行 うことで この問題 を解 決す る．

具体 的 には，、意 味的 な曖昧性 を解 消す るために 中間言語 にお け る言語 モデル の

適 用 を行 い， また， 中間言語 にお け る統語 的な構 造 の一致度 を考慮 した方法 を

提案 した．

次 に，機 械 翻訳 の能動 的学習 につ いて は，対訳 が ない原 言語 の文 に対 して ，

従 来 は文単位 や句 単位 で人手翻訳すべ きテ キス トを選択 して いた ものに対 し，

統語 的 に一 貫 していて， 曖昧性 の少 ない単位 を 自動 的に抽 出す る方法 を提案 し

た． これ ら2つ の研究 にっ いて，実際 の翻訳 デー タを用 いた実験 を行 い，従来

の 方 法 よ り高い機械翻訳性能 が達成出来 るこ とを示 した．

これ らの成果 は，従 来技術で は本質 的 に解 決 困難 であった 問題 に対す る解 決

策 を示 して お り、成果 として2編 の学術論 文 、3編 の査 読付 き トップ国際会議

論文 ，1件 の国際会議 共著者 ，5件 の国 内の学 会発 表，そ して，機 械翻訳 分野で

権威 のあ る，ア ジア太 平洋機械 翻訳協会 にお け る長尾学 生賞 を受 賞 してい る．

こ とか らミ研究 業績 と して非常 に高 く評価 でき る．以上 、本博 士論 文 の審査 を

行 い ，本 論文 は，博士論文 （工学） と して十分 な価値 があ るもの と判 断 した．


